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研究成果の概要（和文）：期間中に4本の雑誌論文、1本のブックチャプター（学術書）、学術雑誌の特集号1
件、書評1本を発表し、9件の学会報告を行った。これらは主に3つに分類でき、1つは現地調査で得られた史料に
主に依拠して地方社会を解明したものである。2つめは、ベトナム後期黎朝の政治外交史に関わるもので、ベト
ナム内外の1次史料を総合的に検討し、ベトナム後期黎朝の成立過程および初期日越外交の構造を復元した。3つ
めは2の派生的研究で、主要概説書に見られる朱印船貿易・日本町関係地図を集団作業で再検討し、修正代替案
を提示した。

研究成果の概要（英文）：There are three outcomes derived from this project. First, findings 
concerning local society and local clans; secondly, papers concerning the political and diplomatic 
structure of the Later Le dynasty especially in the 16th to the early seventeenth centuries; the 
last is corrections made to the maps in major scholarly works on  Japanese quarters in Southeast 
Asia.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の主要成果として3点が指摘できる。1つめは近世ベトナム地方社会の様相を具体的な1次史料の検討を通
じて復元し、ゾンホとよばれる氏族の重要性を再確認したことである。2つめは初期日越外交文書の検討を通じ
ていくつかの書簡の差出人・宛先について新説を提唱したこと。またこれと併せて分析にあたって日本史でこれ
まで用いられてきた文書様式論を導入したことも挙げられる。3つめは日本町・朱印船貿易に関連する主要著作
に掲載されている地図を最新の東南アジア史研究の成果に依拠して修正したことであり、歴史教育に対して大き
な貢献となろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

応募者は後期黎朝ベトナム（1533～1789）について研究を行ってきたが、平成 23～25 年度
に受けた科研を含む既往研究にて、以下のような事実を明らかにしてきた。 
(1) この時期のベトナムの対外交易に宦官が重要な役割を果たしているが、宦官は王朝官僚機

構の正規の構成員として、軍事や民事など外廷に関わる分野でも活動を行ってきた。 
(2) 日本の朱印船が来着するゲアン地方における交易においては、宦官だけでなく地元有力氏

族も関与しており、彼らは貿易商人や貿易相手国の人間と独自に個人的紐帯を構築してい
た。 

(3) 2013 年に発見された、現存最古の日越外交文書（1591 年）は鄭氏政権の有力者であり、
ゲアンの有力氏族である阮景氏に属する武将が出したものである。 

(4) ゲアンの北隣のタインホア地方では、王朝は早期から黎朝開国功臣子孫の取り込みを図っ
ていた。 

ゲアン地方は、後期黎朝が莫朝と抗争する中で後背地として機能し、約 60 年にわたる抗戦を
支えた地域だが、17 世紀初頭から半世紀に及ぶ広南阮氏との戦争においては、一転して最前
線となった。また、18 世紀初頭までの後期黎朝はゲアンとタインホアのみから徴兵しており、
軍事力の供給基盤としても一貫して重要な地域であり続けた。にもかかわらず従来の研究（桜
井由躬雄『ベトナム村落の形成』（創文社、2016）が代表的）では、村落史や地域史は紅河デ
ルタに研究が偏在している。タインホアとゲアンとがハノイを中心とする紅河デルタと異なる
地域性を有していると主張する Keith Taylor も、その最新の通史（A History of the 
Vietnamese． Cambridge University Press, 2013）において述べる特徴は「非官僚的」「農業
のウェイトが低い」と言った形の概括的・消極的提示しかできていない。タインホアやゲアン
地方の研究は後期黎朝の性格解明にとって重要な課題である。 
 
２．研究の目的 

一方、上記 1-(2)・1-(3) で示したように、ゲアン地方は海上貿易の拠点であり、日本との貿
易も行われていたが、在地氏族が極めて重要な役割を果たしている。応募者はこれまでの研究
から、後期黎朝時代のゲアンにおける対外貿易の実態は、中央・地方の有力者が貿易商人や相
手国有力者と個人的に築き上げた権益の束であるとの仮説に到達した。これまでの研究で扱っ
た宦官もゲアン地方土着の家系である。しかし、彼らは対外交易の利権を保持し地域で威勢を
振るっていながらも、遂に領主化することはなかった。そこで問題となるのは、行政機構との
対立・強調の双方を含んだ関係である。本研究では、既往研究をさらに進めてタインホアやゲ
アン地方の有力氏族について、（a）行政機構と氏族との関係、具体的には地方行政機構の役人
となった族人の洗い出しや税役の収取・紛争などの場における両者の関係の解明、（b）対外交
易との関わり、どの立場でどのように対外交易と関わったのか（許可状の発給など）、またその
利益と族産との関係、王権との利権の調整などについて実証的に明らかにし、上述した仮説を
検証することを目的とする。 
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３．研究の方法 

ゲアン地方にある両氏族の本宗およびいくつかの支派を訪ね、氏族所蔵の諸史料（族譜・勅
封・公文書・石碑など）を収集する。ここで収集した一次史料を研究の基盤とする。また、ゲ
アン・ハティン両省博物館が所蔵する史料についても調査を行う（これらの博物館の所蔵史料
については目録が公刊されていないため、現地で直接調べる必要がある。一部は既に、2013 年



に調査しており、阮景族の族譜があることを確認している）。これらの氏族所蔵史料には、既に
影印や翻刻の形で公表されているものもあるが、2 面ある石碑の 1 面のみを掲載していたり翻
字に多くの間違いがあったりするなど、その質に疑問符が付くものも多く、既公刊史料につい
ても、直接現地を訪れて確かめる必要がある。 
 
４．研究成果 

期間中に 4本の雑誌論文、1本のブックチャプター（学術書）、9件の学会報告を行った。そ
のうち、「范篤攷」並びに「近世ベトナムの地方社会における治安活動と下級武人」は現地での
調査成果がより直接反映されたもので、前者は碑刻文、後者は文書を直接現地で調査した。こ
れらの研究成果は研究目的の(a)に主に関係する。16 世紀の有力武将范篤の子孫は中央政界で
の栄達を得られなかったが地方の有力者として存続し、17世紀中葉の功臣子孫への優遇策撤廃
に際して、祖先の顕彰を通じて自分たちの権益保護を図ったと考えられることを現地での碑文
調査によって従来の録文を訂正することを通じて提唱した。おなじく 16世紀の有力武将頼世卿
の子孫は、地方行政末端の治安維持機構を世襲化することによって自分たちの権益とすること
に成功した。この世襲化と既得権益化の様相とロジックを地方文書の発掘と分析を通じて明ら
かにした。これらは筆者がかねてより主張している、16 世紀に登場した新興氏族の生存戦略パ
ターンの多様性と地方社会における重要性とを裏付けるものである。「ベトナム後期黎朝の成
立」においても現地調査で発見した 16 世紀の感状が家譜史料の信頼性を補強するものとして利
用されている。 

ゲアン地方と対外交易との関わりは「近世日越通交の黎明」において検討した。現存最古の
日越通交書簡の差出人をゲアンの地方豪族にして地方軍政機構幹部である阮景端と推定した。
この論文では日越で交わされた外交文書の文言を検討し、その用語法など文書様式論の観点か
ら、儒教の知識や外交プロトコルに習熟した文人官僚による外交とは別に、ゲアン地方におけ
る交易のようなより通俗的な漢語を用いたコミュニケーションによって遂行され、情報のギャ
ップを利用した虚々実々の交渉が行われる世界が存在していることを示すことができた。これ
によって日越交易だけでなく、近世の東・南シナ海世界における海上交易・海域交流史に新た
な地平を切り開くことができた。 
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